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2F18 生命科学の事業化媒体としての 大学祭 
バイオベンチャ 一の創出について・ 

北海道バイオクラスタ 一の事例を基に 

0 藤原孝男 ( 豊橋技術科学大 ) 

序 

基礎研究と技術事業化との 間には、 機首 崖 内に大きな開発ギャップが 存在する。 従来、 産学協同の成果の 多くは、 論文は大学研究者 

に 、 そして特許は 提携 先 企業に帰属してき プ ししかし、 防衛目的 ヮ叶相昭輻 午を防止するために 原則、 TLO 帰属にするとしても、 ライ 

センシングに 加えて、 スピンオフにはかなりのエネルギーが 必要となる。 この基礎研究と 技術事業化との 間の溝を飛 U 越えるにはど 

のようなジャンプと 支援が必要なのであ ろう ヵ ㌔ 

ベンチャー とは アイデアを事業化するためのリスクコントロールに 関する意思決定システムとして、 他方、 ノイオクラスターとは 

主に、 研究開発プロセスにおける 大学 発 ベンチャ一の 基礎研究から 事業化への不離的飛躍を 可能にする 付捧且 みとして定義可能であ 

る 。 本稿での分析フレームワークは 守 Ⅰ㎝ 血 m し 叩であ る。 す な れ ち 、 産学連携では、 基礎研究の応用研究シフトではなく、 基礎研 

究と事業化との 動的専門分業の 契機に向けた スヒ " ノ オフの 不 " 連続 @ め 、 ジャンプの経路の 方が生産的であ る。 

研究目的は 、 耳は 鹿道 / け オクラスタ一での 大学 発 ベンチャ円助 ロの 背景にあ るスピンオフによる 不 、 轍り 、 ジャンプのメカニズムの 

検討にあ る。 

1. Ⅱ ば桶レく イオクラスタ 一の現状 

1. ネットワーク 戦略 

北海道の経済再生を 目的に、 北海道経済産業局では、 2 ㏄ 1 年度からⅡと BT とを中核技術とする「北海道スーパークラスター 振 

興 戦略」に着手している。 その内、 バイオ産業に 関しては、 産官学メンバーからなる「 耳は 何首バイオ 21 懇話会」にて 2 ㏄ 1 年 10 月 

3 日に策定した 4% 略 に基づく 5 プロバラムの 内 、 既に、 北海道大学での 次世代ポストバソム 研究棟、 産総研 七 鶴首センタ一で 

の バイオベンチャー・インキュベータ 二皮 ぴ道内 ベンチャーキャピタルによるバイオファン 舘け 設が実現し、 今後、 地域的に比較 

優位の研究開発プロジェクト ( 例えば 糖 鉤の推進と世 別 かけオベンチャ 一群の創出とに 焦点が推移している。 
この他に 、 2 ㏄ 2 年 12 月の政府「 BT 戦略大綱」での ， イ オ産業クラスタ @ 促進地域への 指定、 2 ㏄ 8 年 11 月の道 内 6 公的機関に 

よる「バイオ・ヘルスケア 振興サミット」 や 、 次世代ポストゲノムネットワーク、 北海道バイオ 産業クラスターフォーラムなどの 関 

侠 者ネットワークが 整備され、 バイオクラスタ 一戦略を支援している。 

2. バイオクラスタ 一の成長 

経済産業局「お 拭 レイオレポート 2 ㏄ 4: 企業データ 編 」によれば、 2 ㏄ 3 年 8 月末 一 11 月の調査による 回答率 87.8% のバイオ 

企業等㏄社の 概要として、 企業数による 業種構成は農業・ 食品 弗 % 、 医療，医薬箱 % 、 環境 13% 、 その他 9% 。 と依然として 農業・ 

食品のウェイトが 高いものの、 医療・医薬の 増カロ 率 (5 年間で 2.3 倍 ) が最も高円規櫛引構成比では、 中り企業 57 社 ( 構成比 87.7%) 、 

大企業 6 社 ( 同 9.2%L 、 社団法人 2 機関 ( 同 3.1%) となっている。 中小企業の平均資本金額は 1 億 79 百万円であ る。 売上げは、 19 ㏄ 
年度の上㏄ 億 何百万円が 、 2 ㏄ 3 年度には 2% 億 75 百万 

円 に土 牽身ウりロ している。 

2 ㏄ 3 年度の研究開発投資額は 28 億 87 百万円で、 売上 

高 研究開発費率は 12.3% であ る。 また、 2 ㏄ 3 年度の中小 

企業 57 社の研究開発投資額は 25 億㏄百万円で 全体の 

㏄． 3% を占め、 その中の㎎社は 研究開発型中小企業であ 

る 。 他方、 雇用について、 2 ㏄ 3 年度の道 内 ， ソオ 企業 従 

業者数は鯛 大 で、 対 全従業者研究開発要員率が 如 がな 

超え、 新規採用 59 人の内、 践人 (71.2%) がま研究開発部 

門 であ る。   バ イホ 企業等を売上げ 層 mlW 比した場合、 10 億円以上の 

A クラス 7 社は平均 22 億 穏 百万円で、 6 社が売上げを 伸 
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ぼす先行 グノトプ であ る。 同 1 億円以上～ 10 億円未満の B クラス 21 社は平均 3 億 27 百万円で、 14 社の成長が著しい 成長期 グ ノレー 

プであ る。 残り同 1 億円未満の C クラス 37 社は、 平均 24 百万円㏄ 浦け 葉期 刀 レープであ る。 19 ㏄年以降、 2 社のクラスダウンに 対 

し 、 18 社のクラスアップ 及び 31 社の創業とクラスタ 一の成長がま 確認できる。 B クラスから創業期を 開始した 3 社が存在するように、 

事業モデルに 過去の企業経験が 組み込まれている。 

3.  大学 発 ベンチャ一の 増加 

バイオクラスタ 一の中の企業数、 医薬系業種の 増 力 日頃 向 、 そして研究開発志向などは、 かなりの程度、 大学 発 ベンチャ一の mg 伽 Ⅲ 頃 

1 ㏄ 9  2(X ㏄ 2 ㏄ 1  2 ㏄ 2  2 ㏄ 3  向を反映して 

年 年 年 年 年 l@ @-@< 

企業数 ( ネコ -)       15 23  ンチャー 23 社 

売上げ ( 百万 X  147  %8  5 皿 1,1 ㏄ の 内 、 回答企業 

円 ) 16 社合計の 

従業音数 ( 刃   19 32 83 98  2 ㏄ 3 年度の売 

上げ ( 見込み ) 

規模は、 A クラス企業 1 社にほ @ まォ 日当する。 

大学 発 ベンチャ一の 繍致 としては、 設立当初から、 採算安定事業と 研究開発への 

投入とを均衡化させるリスク 回避型の事業モデルを 採用する企業が 多、 、 また、 ベ 

ンチャ一の所在地は 74% が札幌市で、 関連大学の大半は コヒ海首 大学に集中してい 

る 。 さらに、 互いの競争だけでなく 協調のために、 道 六大学 発 ベンチャ一間の 相互 

補完、 販路開拓、 創業プロセスの ，経験共有を 目的に民間組織「どさんこ @ 、 お」が 

瞳
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組織されている。 

". " 海 """ 
1. 研究者の意識 

経済産業局「 胎 鶴首バイオレポート 2 ㏄ 4: 研究者 編 Ⅱによれば、 回答率 25.5%0 (, イ オ研究者 2 花人 ) により， リ ア ス の可能性 

もあ るが、 研究シーズ め 社会的還元方法として、 産学連携が 72.6% 、 研究教育が 71.0% 、 学術 祠移肋 ; ㏄． 3% で、 念頭にないは 0 ・ 4%0 

に過ぎなかった 特許由 梗 経験者によると (141 人の複数回答 ) 、 出願人として 相手企業 72.3% 、 研究者本人 32.6% 、 T Ⅱ 刀 ・ JST27.0% 、 

その他 2.8% であ る。 大学 発 ベンチャー起業意欲について 2 ㏄ 2 年の調査にも 逮蒐 回答している 82 人については、 既に参画が 0% から 

9.8% 、 1 年以内に起業したいが 6.¥% から 7.3% 、 2 一 5 年以内に起業したいが 18.3% から 13.4% へと積極的意見が 合計で サ勒ロ する 反 

面 、 関心ないが 14.6% から 18.3% に増えている。 

こうして、 研究原資提供に 対して社会的還元の 意思は高く 、 必ずしも提携 先 企業に論文じ 以外の全ての 成果が帰属する 状態を @flM- 
るわけではないが、 研究成果の具体化を 見守る目新司と 研究に投入する H 新司とのジレンマに 直面する姿力 めぼ 像できる。 

2. 運営体制 

北海道Ⅱ m は、 道 六大学等の代表者会議の 決定を受け、 「広域型Ⅱ 刀 」として 1 ㏄ 9 年 ¥2 月 6 日に設立されている。 2 ㏄ 4 年 3 

月時点で、 資本金 6, ㏄ 0 万円 ( 大学教員等㏄ % 、 企業等 如 %L 、 株主教 褥 0 名 ( 大学教員等㏄ % 、 企業等 10%) であ る。 2 ㏄Ⅰ年 4 

月から ゴは毎 道大学事務局内に 入居し施設の 無償使用、 常勤・非常勤の 各 1 名 計 2 名の特許流通アドバイ サし 派遣受け入れなどの 経済 
的 効果を享受している。 

役員 10 名 ( 大学 6 名、 経済界 4 名 ) は、 社長の放送大学・ 胎毎 道大学名誉教 受 をはじめ、 胎犠首 大学 3 名、 北見工業大学 1 名、 

北海道工業大学 1 名と、 企業 1 名、 胎羊 銀行 2 名、 北海道電力 1 名で、 他に相談役の コは朗首 電力 1 名の構成になっている。 事務局 11 
名については、 Ⅱ』 0 内部採用 4 名の他、 発明 協 協会からの特許流通アドバイ サ ここ・技術移転アドバイ サし各 1 名の他、 """ 。 。   。 

に 北洋銀行、 コ @3 組省電力、 JK 七 % 首 、 胎毎 道から実務経験者を 受け入れている。 

3. 事業 

主要事業としては、 大学等技術移転事業化支援、 コンサルテインバ、 情報提供・交流の 4 事業を行なっている。 

(1) ライセンス 

国内特許出願 糾敬 は 、 2 ㏄ 4 年 2 月 27 日現在、 19% 一 2 ㏄ 3 年度の累計 1 ㏄件で、 内訳としてライフサイェンス 47 件、 ナノテク・ 
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材づ料 26 々 牛 、 情報通信 11 件 、 環境 9 件、 餓昔 技術 8 件、 エネルギー 4 件、 社会基盤 3 件、 その他 1 件であ り、 外国特許出願件数とし 

ては累計 31 件であ る。 

(2) 事業 ィヒ 

北海道，Ⅱつは、 2 ㏄ 2 年度から研究成果の 事業化支援として 大学 発 ベンチャー設立支援を 9% ヒ してきている。 その際、 経済産業省 

「大学籍ベンチ ャ @ 経営等支援事業」を 活用し、 経営コンサルタント、 公認会計 モ 、 税理士等の経営専門家による 指導を行い、 競争 

的 資金確保、 知的財産権 管理、 経営人材 ( 取締役、 アドバイザ一等 ) の派遣を行なっている。 

1) 専門家派遣支援 

①大学祭ベンチャー 経営等支援事業 

2 ㏄ 1 年度 (2 ㏄ 2 年 2-3 月 ) 実績として、 対象プロジェクト 9 件に対して専門家 4 名 ( 税理士・公認会計士・ 経営コンサルタント   

商社バイオ専門家 ) を 28 圃睡 遣し、 2 ㏄ 2 年度実績として、 対象プロジェクト 15 件に対して専門家 8 名を 79 回派遣している。 

②弁理モ派遣支援事業 

2 ㏄ 1 年度 % ヨ 責 として派遣 32 回で、 2 ㏄ 2 年度実績としては 派遣 41 回であ る。 

2) バイオ関係覚部資金調達 

経済産業省・ 大学 発 事業創出実用化研究開発事業 ( マッチンバファンド ) として 2 ㏄ 2 年度奥沢 1 件 (3 年 ) テーラーメイド % 山 砲 

治療関係と 2 ㏄ 2 年度補正採択 2 件 (1 年 ) 内 1 件は新規免疫抑制 剤 関係、 文部科学 省 ・大学等 発 ベンチャー創出支援事業として 2 ㏄ 2 

年度採択 1 件 (3 年 ) @ 田安食抑制ペプチド 関係、 そして文部科学 省 ・タンパク㎜プロジェクトとして 2 ㏄ 2 年度採択 2 件じ年 ) 

は 転写・翻訳関係 及り 細胞内シグナノⅡ 支燵 関係の                         ている。 

3) 大学 発 ，Ⅴオベンチャー 設立支援実績 例 

最近の 3 件は、 北海道大学からの 医学系 3 社のスピンオフであ る。 

社名 設立 関係大学 事業内容 

1  ㈱アイアンビ シ 2 ㏄ 4 年 3  北海道大学大学院医学 所 ①眼疾患の検査，診断キットの 開発、 

ヤス 月 矧斗 ②北方系植物・ 海産物由来の 機能性物質を 用 

いた特定健康用食品・ 治療薬の開発 

2  ㈱オンコレック 2 ㏄ 3 年 8  北海道大学遺伝子 柄 制御 難治 @ 高・閉塞出血管障害に 対する最先端 治 

  月 荷移 キ折・ 療法 " 確 "" 
同学大学院医 瓶は琳斗 

3  ㈱バイオ ノ ミ ュ 2 ㏄ 3 年 4  北海道大学遺伝子 柄 制御 癌 ・アレルギー・ 自己免疫疾患等の 難治性 疾 
フン ス 月 W@@Fr @w@ms@w@m@ysw@  @ 

m. 大学 発 バイオベンチヤ 一先 @ 事例 
1. ㈱ジェネティックラボ 

同社は、 設立 2 ㏄ 0 年 9 月 1 日で、 2 ㏄ 4 年 3 月時点での資本金 3 億 875 万円、 及び従業員数松 名 で、 事業内容は病理診断、 臨床   

治験・遺伝子検査、 受託研究、 創薬アウトソーシンバ 事業から構成される。 

(1) プラット フ オーム技術 

基本技術は、 DNA アレイ解析で、 含糊 究 プロジェクトでは、 北海道大学大学院医学 所ワ話斗 との共同研究おいて 癌 組織臨床検体 

1 ㏄ 0 例の網羅的発現解析・データベース ィ ㎏ ち 、 B.Q Ⅱ lymP № ma の遺伝子発現・ 予後データの 解析にて 97% の予後正答率を 達成 

している。 また、 DNA アレイによる 化合物・医薬品 言 Ⅵ面では、 培養組織・ 動 吻への投与後の 遺伝子発現の 変動パターンよる 候補化合 

物の作用機序・ 薬効・毒性の 予測を目標に、 経済産業省「平成 14 一 15 年度新規産業創造技術開発補助事業」下で 帝テ まほ 膚 @ ぽき 手法「 リ 

バース・スクリーニンバ・システム」の 開発を行なっている。 

(2) 基盤事業 

技ゃぼ弗謁発 ・ 部 七里宮プロジェクトの 財務的支援の 循Ⅱをする病理解析センターは 、 耳ば 餓首 大学医学部付属病院に 隣接し、 第 1 ラボ 

では病理学的臨床検査を 第 2 ラボで @ 曲合綴・研究開発などの 特殊検査を担当する。 病理学的臨床検査では 最新機器の導入、 工程の精 

度管理、 各学会 認 、 定専門 E. 細胞検査さによる 受託検査サービスの 質向上を、 特殊検査で @ 羽虫 自 開発の DNA アレイ・画像解析技術 

の 導入 よ る従来の の 補完を目指している。 

。 3) 管理 依 制 

会長は コは餓首 大学大学院医 瓶移琳渤受 、 C 呂 O は国内外企業で DNA アレイ研究の 実績を持つ研究者、 COO&CFO は米国公認，金 

膏仕の資格を 持ち国内外企業で 実績のあ る金融・、 法務・経営の 専門家であ る。 4 取締役の内、 3 名は医学系専門家で ゴは缶 道大学先端 
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科学技術共同研究センタ 一客員教 受 、 民間病理学研究所長、 胎 無道大学遺伝子 柄 制御所 ヲ 前行劫 受 であ る。 残り 1 名は地元ベンチャー 

キャピタル社長であ る。 相談役はバイオ 関連資材の商社社長で、 監査役は会計事務所長であ る。 顧問 会 メンバ一の 内 、 

天堂大学名誉 勃受 、 技術顧問 3 名は北海道大学遺伝子 柄 制御研究所教授、 七 % 道大学大学院 馬脇斗教受 、 岡崎共同研 弗辮苦 基礎 

生物学研究所教受からなる。 他の顧問として 刀 Ⅱ 尊 商科大学ビジネス 創造センタ一助教 受 が就任している ( 但し、 同社の管理ィ 桶 制は、 

2 ㏄ 4 年春以降、 IPO を 念逗 頃 に取締役・顧問等に 大きな再編が 生じている ) 。 

2. ㈱ジーンテクノサイェンス 

同社は、 設立 2 ㏄ 1 年 3 月 1 日、 2 ㏄ 4 年 3 月時点での資本金色 5 ㏄万円で、 産業技術総合研究所 胎 海道センタ一内の ノイ オベン 

チャー育成センタ 一に立地し 2 ㏄ 4 年 4 月からはオープンスペースラボへの 利用も可能になり、 共同研究者として 産総研フェロー・ 

岡持 男 l 』研究員がいる。 主な事業内容は、 薬剤ターゲット ィ夷補 としての疾患関連遺伝子発現プロファイリンバの 竹 養生であ る。 

(1)             
研究開発計画として、 競争激化の疾患原因遺伝子の 探索ではなく、 病勢・進行に 影響を及ぼす 疾患関連遺伝子の 探索に集中してい 

る。 先ず、 疾患進行段階 毎の サンプリンバ、 段階毎の発現量の 大幅変動の遺伝子探索を 通し、 疾患関連遺伝子の 同定を目指している。 

次に、 遺伝子由来の 蛋白機能を阻害する 抗体作製、 遺伝子改変動物の 作製、 リコンビナント 蛋白の竹 議呈 、 遺伝子組み込みウイルスベ 

クタ一の開発を 計画している。 

(2) 産 総研テナント 及び受託プロジェクト 

2 ㏄ 3 年 8 月の明 TST ベンチヤ一企業 伍比果 創出型 ) 」認定、 産総研フェロー・ 同特別研究員との 共同研究により、 産 総研が ま有す 

る ナチュラルキラー ぶ瑚色は 滑車するクローニンバを 基に、 癌 ・自己免疫疾患対象の 新規遺伝子治療ベクターを 開発中であ る。 

第 2 に、 製薬企業からの 受託により、 泌尿器・ 網 R 顛患 モデルを対象に 新薬候補投与前後における 遺伝子発現プロファイ ソ辮折 を 

行なっている。 第 3 の公的資金活用際の 研究開発ターゲットは 高齢化医療で、 2 ㏄ 2 年度に経済産業省 冶 lJ 迫技術研究開発費補助金の 交 

付による「 刀 VM 、 逝 機能不全による 運動 作製失調モデルの ィ ・ を 胎 鼠茸大学遺伝子 柄 制御研究所と 共同で実施中であ る。 また、 ㈱北海道中 

小企業総合支援センターからの 共同研究 助金開発 補 交付で「 倉廃 開発のための 疾患モデルの 新規遺伝子探索」を 推進している。 

他方、 郎 切生宮事業としては、 生活習慣病モデルにおける 遺伝子発現プロファイ ソ腱折 、 遺伝子改変動物の 竹 議 き、 診断用キットの 

開発を推進している。 

(3) 管理ィ 椰 Ⅰ 

代表取締役以外の 取締役 4 名の内、 2 名は胎観賞大学遺 ィ民 円高制御府 移萌升 教授、 監査役はⅡ 樽 商科大学教授であ る。 また、 2 ㎝ 
年 5 月に地元ベンチャー キヤ ピタリストが 投資に伴い取締役に 就任している。 さらに、 遺伝子技術に 基礎をおく同社を 中心に、 抗体 

竹議臥 DNA チ 、 ソプ開発、 疾患小・中型動物モデ ノ M 似、 薬理薬効受託専門の 企業群からなる「 Bioo 師 foma 廿 ㏄札幌コンソーシアム」 

形成によって、 対応技術の多様化、 研究開発コストの 節約を図っている。 

結び 

北海道バイオクラスタ 一では、 大学 発 ベンチャ一の 

数 ・ 研簗 開発費・雇用が 増カロしている。 [ スピンオフのの 珂皿 JuuxIuo のメカニズム   

また、 コは毎道 @ 氾では、 大学 発 ベンチャ一の 増加に向 

け 、 専門家派遣・ 外部資金調達を 行なっている。 医薬系 大 
T 。 

単発ベンチャ 一においては、 臨床試験からの 定常的収入、 醐晩 " 刀       スピンオフ   
産 総研インキュベータ 一入居、 及び地元ベンチャー キヤピ             一                             
タル取締役就任が、 研究開発への 収益確保、 コスト節約、   ㌧ 
投資資金調達、 及び人脈拡張に 貢献している。 一 回 

こうして、 学での基礎研究を 維持しながら 成果の事業 

ィヒ の中で、 下端 ぬ 、 ジャンプをしたスピンオフのⅡ り 促進化のためには、 今後、 スピンオフと 大企業との提携がプロジェクトの 柔軟 

性 確保の意味からも 一層重要になると 思われる。 

一 621 一 


